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目
　
　
次

一
、
目
的
と
方
法

、
色
菓
字
類
抄
と
共
通
す
る
和
名
類
衆
抄
の
和
訓

、
ま
と
め

村
　
　
田
　
　
正
　
　
英

一
、
目
的
と
方
法

院
政
期
成
立
の
字
書
「
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
」
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
和
名
類
衆
抄
を
は
じ
め
と
し
て
い
く
つ
か
の
先
行
す
る
字
書
・
類
書

等
の
利
用
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
和
名
類
衆
抄
が
色
葉
字
類
抄
編
某
に
際
し
て
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先

（1）

学
の
御
指
摘
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。

さ
て
、
色
葉
字
類
抄
の
編
纂
に
際
し
て
和
名
類
衆
抄
の
利
用
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
和
名
類
衆
抄
掲
出
の
漢
字
並
び
に
和
訓
は
、
ど
の

程
度
ま
で
色
葉
字
類
抄
に
採
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
和
名
類
衆
抄
掲
出
の
漠
字
並
び
に
そ
の
和
訓
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
中
で
色

菓
字
類
抄
に
採
録
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
占
め
る
割
合
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
掲
出
漢
字
・
和
訓
の
一
致
度
の
点
か
ら
、
和
名
類

衆
抄
と
色
葉
字
類
抄
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
色
葉
字
類
抄
の
成
立
の
問
題
に
関
連
さ
せ
て
和
名
顛
末
抄
と
色
葉
字
類
抄
と
を
比
較
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
方
で
、
そ
れ
ら
色
菓
字
類



抄
に
採
録
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
和
名
類
衆
抄
の
漢
字
の
、
色
菓
字
類
抄
掲
出
漢
字
全
体
の
中
で
の
比
率
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
今
回

は
、
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
編
者
で
あ
る
橘
忠
兼
が
和
名
類
宋
抄
を
ど
の
程
度
利
用
し
た
か
と
い
う
点
に
限
定
し
て
考
察

を
加
え
て
み
た
。

今
回
、
調
査
の
対
象
と
し
て
用
い
た
和
名
類
衆
抄
は
、
掲
出
語
数
の
多
い
二
十
巻
本
を
選
び
、
元
和
古
活
字
那
政
道
円
本
を
用
い
た
が
、
考
察

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
十
巻
本
を
も
参
照
し
た
。

調
査
方
法
は
、
和
名
類
朱
抄
中
の
、
和
訓
の
附
さ
れ
て
い
る
漢
字
に
つ
い
て
、
そ
の
和
訓
に
従
っ
て
色
菓
字
類
抄
中
に
当
該
漢
字
と
同
じ
漢
字

お
よ
び
和
訓
を
求
め
る
方
法
を
と
っ
た
。

和
名
類
兼
抄
の
和
訓
に
従
っ
て
色
葉
字
類
抄
を
検
索
し
た
の
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
る
。
色
菓
字
類
抄
は
、
漢
字
の
配
列
の
算
一
基
準
を
そ
の

漢
字
の
「
よ
み
」
の
第
二
音
節
の
イ
ロ
バ
順
に
置
い
て
い
る
。
そ
こ
で
、
和
名
類
衆
抄
の
掲
出
漢
字
が
色
菓
字
類
抄
に
採
録
さ
れ
た
場
合
を
想
定

す
る
と
、
和
名
類
果
抄
掲
出
漢
字
に
つ
い
て
、
そ
の
、
色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
伊
・
呂
・
披
各
篇
へ
の
所
属
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
当
該
漢
字

に
附
さ
れ
た
和
名
類
衆
抄
の
和
訓
、
そ
の
聖
者
節
が
拠
り
所
と
さ
れ
た
こ
と
も
十
分
考
え
得
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
和
名
類
衆
抄
に
掲

げ
ら
れ
た
漢
字
と
そ
の
和
訓
と
が
、
そ
の
和
訓
の
第
三
日
節
に
相
当
す
る
色
菓
字
類
抄
中
の
篇
に
見
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
色
菓
字
類
抄

編
碁
に
あ
た
っ
て
和
名
類
衆
抄
の
利
用
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
一
つ
の
事
例
と
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
和
名
顛
末
抄
と
色
葉
字
類
抄
と
の
比
較
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
・
和
訓
と
も
に
両
者
一
致
す
る
こ
と
を
目
安
と
し
た
が
、
な
お
、
次
の

よ
う
な
配
慮
を
加
え
た
。

l
、
漢
字
の
字
体
・
字
形
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
特
に
問
題
の
な
い
限
り
、
そ
れ
ら
を
区
別
し
て
扱
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

2
、
和
訓
の
語
形
に
つ
い
て
も
、
次
に
挙
げ
た
諸
条
に
該
当
す
る
も
の
は
、
両
者
一
致
す
る
も
の
と
認
め
て
扱
っ
た
。

川
仮
名
の
誤
写
・
誤
脱
と
考
え
ら
れ
る
も
の

○
狗
楽
　
排
色
立
成
云
猿
楽
翻
語
末
有
孔
者
也
（
和
名
類
衆
抄
、
巻
四
）

三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
お
け
′
る
和
名
類
衆
抄
和
訓
の
受
容
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L
r
タ

。
獄
鄭
㌍
3
㍍
（
前
田
本
色
莫
字
類
抄
、
下
コ
人
事
）

○
筐
　
基
要
云
馨
獣
禁
址
望
以
銭
施
樟
頭
因
以
取
魚
也
（
和
名
類
衆
抄
、
巻
十
五
）

ク
ワ
ク

。
監
如
㌣
（
前
田
本
色
莫
字
類
抄
」
下
ヒ
雑
物
）

○
錬
　
麻
果
切
単
五
盈
舞
喝
戎
諾
釣
鍍
也

蒜
肋
財
聖
又
ク
シ
．
ロ
（
曹
本
色
葉
字
類
抄
、
上
力
雑
物
）

○
膵
　
遊
仙
窟
云
雉
膵
等
榔
説
（
下
略
）
（
和
名
類
衆
抄
、
巻
十
八
）

。
膵
ヒ
タ
シ
　
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
、
下
ヒ
動
物
）

音
翠
雉
－

こ
う
し
た
誤
写
は
、
和
名
類
衆
抄
の
和
訓
の
万
葉
仮
名
を
片
仮
名
に
改
め
た
後
に
、
そ
の
字
形
の
類
似
か
ら
、
転
写
の
過
程
で
生
じ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

誤
脱
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

〇
時
　
説
文
云
痔
冠
語
群
比
後
病
也
四
聾
字
苑
云
痔
虫
食
下
部
病
也
的
欄
監
讐
和
名
類
衆
抄
、
巻
三
）

。
掛
㌢
曇
ヒ
（
前
田
本
色
菓
字
類
抄
、
下
シ
人
体
）

「
シ
リ
ノ
ヤ
マ
ヒ
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、
色
菓
字
類
抄
に
お
い
て
は
「
シ
ノ
ヤ
マ
ヒ
」
と
あ
る
。
「
リ
」
が
脱
落
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

伺
音
韻
変
化
に
伴
う
仮
名
達
の
混
乱
に
よ
る
相
違
と
考
え
ら
れ
る
も
の

○
沫
雪
　
目
本
紀
云
抹
雪
帥
蜘
其
弱
如
水
沫
（
和
名
顛
末
抄
、
巻
こ

。
抹
雪
ア
ハ
ユ
キ
（
前
田
本
色
莫
字
類
抄
、
下
ア
天
象
）

○
械
　
音
威
准
南
子
云
決
塘
沓
械
許
憤
云
械
所
以
通
陵
舞
豊
（
和
名
類
衆
抄
、
券
二
）

。
露
草
也
（
前
景
色
葦
類
抄
、
上
イ
地
儀
）



0
曾
阻
母
　
爾
準
至
父
之
牡
馬
曾
砥
王
母
柵
静
（
和
名
類
果
抄
、
巻
二
）

。
曽
祖
母
配
加
か
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
、
中
オ
人
倫
）

の
音
便
、
バ
・
マ
行
の
相
通
な
ど
、
発
音
上
の
異
同
に
も
と
づ
く
相
違
と
考
え
ら
れ
る
も
の

○
火
田
　
漠
紗
云
周
鰯
（
和
名
類
衆
抄
、
湯
二
）

。
火
田
ヤ
キ
ハ
タ
曝
爛
求
反
（
黒
川
本
色
葉
芋
類
抄
、
申
ヤ
地
儀
）

○
丹
黍
　
本
草
云
丹
黍
二
名
赤
黍
一
名
黄
黍
紆
璃
如
阿
（
和
名
類
朱
抄
、
巻
十
七
）

グ

ン

シ

ヨ

。
月
黍
酢
は
、
ヒ
黄
黍
同
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
、
下
ア
植
物
）

○
道
紳
　
唐
寧
璧
品
濃
簸
道
上
各
二
云
道
紳
也
（
和
名
類
朱
抄
、
肇
一
）

○
道
神
タ
ウ
ケ
ノ
カ
、
、
、
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
、
申
ク
人
倫
）

○
現
　
書
譜
云
用
現
之
法
石
馬
第
一
瓦
爵
第
二
渦
栗
駒
腋
（
和
名
類
衆
抄
、
巻
十
三
）

ス
ゝ
‖
ノ

○
現
聖
廟
〒
略
）
（
前
田
本
色
莫
芋
類
抄
、
下
ス
雑
物
）

五
句
風

○
中
指
　
儀
祀
云
中
指
濃
縮
肋
第
三
指
也
（
和
名
類
衆
抄
、
彗
一
）

。
中
指
嵩
〃
崇
ヒ
（
黒
川
本
色
葉
芋
類
抄
、
中
ナ
人
体
）

そ
の
他
、
語
形
の
若
干
の
相
違
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
語
形
の
一
部
省
略
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
場
合
な
ど
の
事
情
が
推
測
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
語
義
に
大
き
な
変
化
を
き
た
さ
な
い
限
り
、
こ
れ
ら
を
で
き
る
だ
け
同
一
と
認
め
る
方
向
で
考
え
た
。
以
下
に
そ
の
若
干
の
例
を
掲
げ
る
。

○
竺
ハ
采
　
楊
氏
漢
語
抄
云
頭
子
崇
鎧
請
来
（
和
名
類
釆
抄
、
巻
四
）

。
竺
ハ
采
酪
㌢
ク
（
前
田
本
色
菓
字
類
抄
、
下
ス
雑
物
）

三
巻
本
色
業
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
衆
抄
和
訓
の
受
容
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○
槍
浜
　
四
響
子
苑
云
槍
音
倉
調
装
（
和
名
類
衆
抄
、
糸
二
）

。
鎗
涙
鍔
”
＝
一
ノ
バ
ラ
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
、
下
ア
地
儀
）

○
海
神
　
文
選
海
賊
云
海
童
即
海
神
也
日
本
紀
云
海
神
票
摘
望
（
和
名
類
衆
抄
、
挙
一
）

。
海
神
ワ
ク
ツ
ミ
海
童
同
海
若
同
（
前
田
本
色
集
字
類
抄
、
上
り
人
倫
）

○
蝶
　
唐
韻
云
轢
君
謡
鎧
相
奴
等
洪
茸
脂
角
也
（
和
名
類
釆
抄
、
巻
十
こ

カ
ノ
ワ

。
瀾
郎
僻
鮮
彗
（
前
田
本
色
菓
字
類
抄
、
下
ア
雑
物
）

○
猪
豚
　
爾
雅
注
云
猪
望
「
名
蔵
露
和
（
下
略
〓
和
名
類
衆
抄
、
巻
十
八
）

。
好
酎
聖
〒
略
〓
黒
川
本
色
菓
字
類
抄
、
中
ヰ
動
物
）

3
、
色
葉
字
類
抄
に
お
い
て
、
当
該
漢
字
に
和
訓
を
示
す
仮
名
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
、
そ
の
所
属
す
る
荒
が
、
和
名
類
兼
抄
に
お
け
る

当
該
漢
字
の
和
訓
の
第
二
首
筋
と
一
致
す
る
場
合
は
、
和
訓
が
仮
名
で
示
さ
れ
て
い
る
色
葉
字
類
抄
の
他
の
諸
例
と
同
じ
よ
う
に
扱
っ
た
。

○
岬
　
唐
韻
云
岬
山
側
也
古
押
反
日
本
私
記
云
柾
左
（
和
名
類
巽
抄
、
糸
二
）

カ
フ

。
岬
古
押
反
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
、
下
ミ
地
儀
）

○
宥
　
説
文
云
番
屋
藩
前
雨
流
下
也
音
溜
譜
間
萬
（
和
名
類
衆
抄
、
米
二
）

リ
・
ワ

。
宙
　
智
鯛
数
反
永
ノ
也
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
、
下
ア
地
儀
）

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
配
慮
の
も
と
に
、
和
名
類
衆
抄
掲
出
の
漢
字
と
そ
の
和
訓
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
色
葉
芋
類
抄
に
も
と
め
た
結
果
は
、

次
の
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
和
名
類
衆
抄
中
、
職
宮
部
・
国
郡
部
に
相
当
す
る
巻
五
か
ら
巻
九
ま
で
の
す
べ
て
、
お
よ
び
、
巻
十
二

の
う
ち
の
香
薬
部
を
対
象
か
ら
除
い
た
。
職
宮
部
・
国
郡
部
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
は
当
時
す
で
に
制
度
と
し
て
決
ま
っ
て
お
り
、
和
名
類
衆
抄



と
色
菓
芋
類
抄
と
の
問
で
、
掲
出
語
に
〓
敦
が
み
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
特
に
両
者
の
関
係
の
深
さ
を
示
す
も
の
と
は
な
り
得
な
い
と

判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
巻
十
二
の
番
薬
部
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
に
和
訓
の
存
在
を
期
待
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

計

和ちヽIv
和葉

’l′llll一
ノ
′
′
′
′
′

和
名
頻
発
抄

の
巻
数

名ヽも 名字
類一の 類類
東部 衆抄
抄ま 抄こ
にた こ見

おま お山山
け
′

全 け
′

せ
る部 るる
漠が 漢も
字色 字の
並菓 並
び字 び
こ類 こ
そ抄 そ
のこ の
和見 和
訓出
‥

訓

のせ が
▼〔ノ

な 色

521 「 完一巻
音 22 511 里
盲 7 完 里
‾61 7 45 里
011 31 97

＿
針
＿121 ． 511 十＿巻

ー√ 「ト
ー
里

19 「 89
＿
十三巻

331 「 131 亘
音一 亘竺
音 ｝小 131 里
音 7 161
＿
書巻

音． 144＿
里

音 2 ヱ里
982 ． ヱ竺
4912 116 8702 計

た
だ
し
、
右
の
表
に
示
し
た
数
字
は
、
和
名
類
衆
抄
に
お
い
て
項
目
の
見
出
し
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
標
出
漢
字
の
数
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

；
の
項
目
内
に
お
い
て
和
訓
を
有
す
る
掲
出
漢
字
が
、
見
出
し
に
掲
げ
ら
れ
た
標
出
漢
字
以
外
に
数
個
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら
を
一
つ
ひ
と
つ

数
え
る
こ
と
を
せ
ず
、
項
目
全
体
を
ひ
と
つ
と
数
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
和
名
類
衆
抄
の
一
項
日
中
に
和
訓
を
有
す
る
漢
字
が
二
つ

以
上
存
す
る
場
合
（
例
一
）
、
あ
る
い
は
；
の
漢
字
に
二
つ
以
上
の
和
訓
の
存
す
る
場
合
（
例
二
）
に
は
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
漢
字
並
び
に
和

訓
が
色
菓
字
類
抄
に
見
出
せ
る
も
の
に
限
り
、
そ
の
項
目
を
1
例
と
数
え
て
表
中
の
「
和
名
類
宋
抄
に
お
け
る
漠
字
並
び
に
そ
の
和
訓
が
色
葉

字
類
抄
に
見
出
せ
る
も
の
」
に
含
め
、
∵
万
、
そ
れ
ら
漢
字
並
び
に
和
訓
の
う
ち
、
；
で
も
色
葉
芋
類
抄
と
対
応
し
な
い
も
の
が
あ
る
場
合

は
、
こ
れ
を
表
中
の
「
和
名
類
衆
抄
に
お
け
る
漠
字
並
び
に
そ
の
和
訓
の
う
ち
、
一
部
ま
た
は
全
部
が
色
葉
字
類
抄
に
見
出
せ
な
い
も
の
」
に

含
め
て
示
し
た
。

（
例
一
）
　
磐
陸
詞
云
磐
大
石
也
音
盤
農
日
本
紀
云
千
人
可
引
磐
石
柵
轟
讐
和
名
禁
抄
、
碁
二
）

三
巻
本
色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
衆
抄
和
訓
の
受
容

一
三
三
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（
例
二
）
　
牽
牛
　
爾
雅
註
云
牽
竺
名
何
故
絵
鋸
願
望
（
和
名
類
兼
抄
、
巻
こ

ま
た
、
表
中
、
巻
四
と
巻
十
と
に
つ
い
て
は
、
巻
四
の
曲
調
類
、
並
び
に
巻
十
の
居
宅
類
中
の
屋
舎
・
殿
・
堂
・
院
・
楼
・
房
・
坊
の
そ
れ

ぞ
れ
に
属
す
る
す
べ
て
の
掲
出
語
を
、
一
つ
ひ
と
つ
項
目
と
し
て
計
算
し
て
含
め
て
あ
る
。

表
に
見
ら
れ
る
如
く
、
和
名
類
兼
抄
中
、
和
訓
を
有
す
る
項
目
は
≡
九
四
項
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
漠
字
並
び
に
和
訓
に
つ
い
て
そ
の
す
べ
て

が
色
菓
字
類
抄
に
見
出
せ
る
項
目
は
、
二
〇
七
八
項
（
≡
九
四
項
中
約
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
は
、
か
な
り
の
高
率
と
言
え
よ
う
。

色
実
字
類
抄
の
掲
出
語
の
中
に
は
、
和
名
類
衆
抄
に
そ
の
例
を
見
出
せ
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
和
名
類
衆
抄
と
色

菓
字
類
抄
と
の
間
に
お
い
て
、
和
名
類
衆
抄
中
の
漢
字
と
そ
の
和
訓
の
ほ
と
ん
ど
が
色
葉
字
類
抄
に
見
出
せ
る
こ
と
は
、
色
葉
字
類
抄
の
注
記
の

（2）

面
か
ら
和
名
類
衆
抄
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
指
摘
さ
れ
た
峰
岸
明
氏
の
御
論
と
相
侯
っ
て
、
和
名
類
衆
抄
が
、
色
葉
字
類
抄
編
纂
に
際
し
て
基
本

的
な
資
料
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
象
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
一
方
、
色
菓
字
類
抄
に
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
二
六
項
と
い
う
数
は
、
全
体
か
ら
の
比
率
は
と
も
か
く
、
決
し
て
少
な
く
は
な
い
。

こ
こ
で
、
色
葉
字
類
抄
の
成
立
と
深
い
関
わ
り
を
も
っ
た
和
名
類
衆
抄
は
、
「
二
十
巻
本
の
組
織
を
も
ち
な
が
ら
、
そ
の
本
文
が
現
存
十
巻
本

の
ど
と
き
内
容
を
有
す
る
も
の
」
と
い
う
峰
岸
明
氏
の
勧
高
論
に
導
か
れ
て
、
十
巻
本
和
名
類
衆
抄
（
『
箋
注
倭
名
類
兼
抄
』
）
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら

色
菓
字
類
抄
に
見
出
せ
な
い
二
六
項
を
検
討
も
て
み
る
と
、
十
巻
本
と
二
十
巻
本
と
で
そ
の
和
訓
に
若
干
の
相
違
が
あ
り
！
十
巻
本
の
和
訓
の

方
が
色
葉
字
類
抄
と
一
致
す
る
も
の
が
七
項
、
さ
ら
に
、
二
十
巻
本
に
存
す
る
和
訓
で
十
巻
本
和
名
類
衆
抄
に
見
出
せ
な
い
も
の
が
三
十
三
項
あ

り
、
合
計
す
る
と
四
十
項
に
な
る
。
具
体
例
を
次
に
示
す
。

○
胃
　
中
貴
子
云
胃
㌍
桐
畑
臥
曾
馬
五
穀
之
府
（
元
和
版
和
名
類
兼
抄
、
巻
三
）

・
〇
胃
　
中
貴
子
云
胃
締
譜
曾
璃
五
穀
（
箋
注
倭
名
類
衆
抄
、
巻
二
）

○
酢
影
即
ク
。
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
、
中
ク
人
体
）

主
管



こ
れ
は
、
十
巻
本
の
和
訓
が
色
葉
字
類
抄
と
一
致
す
る
例
で
あ
る
。

○
早
魅
　
孫
惰
切
韻
云
魅
歩
末
反
柳
譜
瞥
蒜
也
（
元
和
版
和
名
類
衆
抄
、
巻
二
）

○
後
夫
　
顔
氏
家
訓
云
後
夫
多
寵
前
夫
之
子
等
二
云
誹
（
同
右
、
巻
二
）

こ
れ
ら
は
、
二
十
巻
本
に
は
見
出
せ
て
も
十
巻
本
に
は
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
同
様
に
、
色
葉
字
類
抄
に
も
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

色
葉
字
類
抄
の
編
者
橘
忠
兼
が
、
和
名
類
釆
抄
の
う
ち
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
現
存
の
十
幾
本
の
如
き
も
の
を
利
用
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ

れ
ら
四
十
項
の
漢
字
と
和
訓
と
が
色
莫
字
類
抄
と
一
致
し
な
い
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
を
除
い
て
な
お
、
七
十
六
の
項
目
が
例
外
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
例
外
の
諸
例
に
つ
い
て
、
何
故
そ
れ
ら
の
和
訓

が
色
菓
字
類
抄
に
見
出
せ
な
い
の
か
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
明
確
な
答
を
筆
者
は
持
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
例
外
の
諸
例
を
見
て
ゆ
く
う

ち
に
、
一
つ
二
つ
気
付
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
例
外
と
な
っ
て
い
る
項
目
の
、
色
葉
字
類
抄
に
見
出
せ
な
い
和
訓
の
中
に
、
『
弁
色

立
成
』
『
楊
氏
漢
語
抄
』
『
日
本
紀
私
記
』
『
高
橋
氏
文
』
な
ど
を
出
典
と
す
る
和
訓
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
一
つ
の
漢
字

に
対
し
て
、
こ
れ
ら
『
弁
色
立
成
』
な
ど
を
出
典
と
す
る
和
訓
と
、
他
の
文
献
を
出
典
と
す
る
と
思
わ
れ
る
和
訓
と
が
並
存
し
て
い
る
場
合
を
見

る
と
、
色
菓
字
類
抄
に
一
致
す
る
和
訓
が
『
弁
色
立
成
』
な
ど
を
出
典
と
す
る
和
訓
で
あ
る
こ
と
は
、
皆
無
で
あ
る
。

〇
億
毛
詩
注
云
腫
足
日
展
露
語
誠
購
譜
貰
云
卑
濁
之
地
其
人
多
偲
（
元
和
版
和
名
類
衆
抄
、
巻
三
）

＊
和
訓
の
注
に
つ
い
て
は
、
十
巻
本
も
同
じ
。

豪
遊
断
種
同
（
前
田
本
色
葦
類
抄
、
下
。
人
体
）

○
射
堵
唐
聾
頭
韻
解
禁
隅
慧
篭
紗
諒
解
款
欝
堵
也
四
馨
字
苑
云
塊
碩
也
（
元
和
版
和
名
類
衆
抄
、
巻
四
）

＊
十
巻
本
で
は
「
世
間
云
」
が
「
此
間
云
」
と
あ
る
。

ク
ヰ

。
射
盈
男
ハ
ト
盈
ウ
咤
同
腰
間
（
前
田
本
色
葦
類
抄
、
下
ア
地
儀
）

＊
こ
の
例
の
よ
う
に
「
楊
氏
漢
語
抄
云
」
と
あ
る
和
訓
が
色
菓
字
類
抄
に
見
出
せ
る
場
合
は
、
他
の
訓
の
傍
ら
に
別
訓
と
し
て
並
記
さ
れ
た

三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
衆
抄
和
訓
の
受
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
五
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場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
例
外
と
な
っ
て
い
る
項
目
で
、
そ
の
色
葉
字
類
抄
に
見
出
せ
な
い
和
訓
の
出
典
を
、
『
弁
色
立
成
』
『
楊
氏
漢
語
抄
』
『
日
本
紀

私
記
』
な
ど
に
得
て
い
る
も
の
は
、
全
部
で
二
十
三
項
目
ほ
ど
で
あ
る
。
な
お
二
つ
三
つ
例
を
挙
げ
よ
う
。

○
豹
　
説
文
云
豹
望
雛
轟
瓢
似
虎
而
園
文
者
也
（
元
和
版
和
名
類
釆
抄
、
巻
十
八
）

碁
十
巻
本
も
同
文
。

。
里
計
琵
ツ
カ
、
、
、
（
前
田
本
色
葉
芋
類
抄
、
上
へ
動
物
）

○
璃
鳩
　
爾
雅
集
注
云
璃
鳩
譜
批
誠
豊
詭
舶
新
語
諾
葦
警
醒
甜
離
属
也
好
在
江
連
山
中
亦
金
魚
者
也
（
元
和
版
和
名
類
衆
抄
、
巻
十
八
）

＊
十
巻
本
で
は
、

○
璃
鳩
爾
雅
集
注
云
鴎
鳩
髭
綿
反
離
属
也
好
在
二
江
連
山
中
一
亦
食
と
粗
者
也
日
本
紀
私
記
云
党
賀
鳥
厭
助
雲
脚
船
植
案
（
巻
七
）

と
あ
る
。

シ

ヨ

キ

ウ

。
璃
鳩
ミ
サ
。
党
賀
烏
同
祝
鳩
同
唯
鯛
鳥
也
（
黒
川
木
色
菓
字
類
抄
、
下
、
、
、
動
物
）

こ
の
よ
う
に
、
「
ナ
カ
ツ
カ
ミ
」
は
傍
訓
と
し
て
の
み
見
出
せ
、
ま
た
、
「
カ
ク
カ
ノ
ト
リ
」
「
水
サ
コ
」
な
ど
の
訓
は
、
色
菓
芋
類
抄
に
見
出

せ
な
い
。

（3）

和
名
類
朱
抄
の
序
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
『
弁
色
立
成
』
『
楊
氏
漢
語
抄
』
『
日
本
紀
私
記
』
な
ど
は
、
当
時
す
で
に
伝
わ
る
も
の
少
な
く
、
ま

た
、
古
語
・
俗
語
が
多
く
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

色
菓
字
類
抄
に
見
出
せ
な
い
、
和
名
類
衆
抄
の
和
訓
の
な
か
で
、
上
述
の
文
献
を
出
典
と
す
る
和
訓
に
は
、
あ
る
い
は
、
こ
う
し
た
事
が
影
響

を
与
え
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
先
に
挙
げ
た
用
例
を
借
り
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
「
旭
」
（
足
の
は
れ
る
病
）
を
「
コ
ヒ
」
と
称
し
た
例
は
、
平
安
中

（4）

期
の
『
購
蛤
日
記
』
に
も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
の
「
オ
メ
ア
シ
」
に
つ
い
て
、
そ
の
用
例
を
和
名
類
衆
抄
以
外
に
求
め
る
こ
と
は

む
ず
か
し
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
射
琢
」
の
訓
の
「
イ
ク
ハ
ト
コ
ロ
」
に
つ
い
て
も
、
一
方
の
「
ア
ム
ツ
チ
」
が
、
「
ア
ヅ
チ
」
と
な
っ
て
、



室
町
時
代
の
節
用
集
類
や
『
日
葡
辞
書
』
に
も
姿
を
見
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
イ
ク
ハ
ト
コ
ロ
」
の
用
例
を
和
名
類
衆
抄
以
降
の
時
代
に
求
め

る
こ
と
は
、
か
な
り
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。

や
や
大
胆
な
推
測
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
『
弁
色
立
成
』
『
楊
氏
漢
語
抄
』
『
日
本
紀
私
記
』
な
ど
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
和
訓
の
中
に
は
、
色

葉
芋
類
抄
編
纂
の
当
時
、
す
で
に
死
語
に
な
っ
て
い
た
も
の
も
か
な
り
存
在
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
事
が
、
膨
大
な
数
の
語
を

集
め
た
色
菓
芋
類
抄
に
し
て
な
お
か
つ
、
こ
れ
ら
の
和
訓
を
取
り
残
さ
せ
て
し
ま
っ
た
原
因
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

さ
て
、
い
ま
ひ
と
つ
の
気
付
き
と
は
、
こ
れ
ら
色
葉
字
類
抄
に
見
出
せ
な
い
和
訓
の
中
に
は
、
た
と
え
ば
、
助
詞
「
の
」
を
介
し
て
熟
合
し
た

（5）
語
や
、
あ
る
い
は
、
動
詞
や
助
詞
「
よ
り
」
を
ま
じ
え
た
、
語
と
言
う
よ
り
も
句
と
い
う
べ
き
和
訓
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
、
そ
う
し
た

和
訓
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
漢
字
と
を
簡
略
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
（
　
）
内
は
、
そ
の
和
訓
に
対
応
す
る
漢
字
）
。

○
母
方
乃
於
保
乎
遅
（
従
里
　
（
準
一
）

〇
四
乃
豆
々
美
（
大
鼓
）

〇
三
乃
豆
々
美
（
腰
鼓
）
　
（
以
上
巻
四
）

○
戸
乃
加
岐
（
鈎
匙
）
　
（
巻
十
）

○
美
太
良
乎
乃
字
萬
（
放
鳥
）

○
銭
乃
波
太
（
鋏
落
）

○
茸
乃
都
知
披
艮
非
（
粟
泥
）
　
（
以
上
巻
十
一
）

○
岐
奴
乃
加
利
八
加
萬
（
絹
狩
袴
）
　
（
巻
十
二
）

○
宇
流
之
奴
利
乃
夜
岐
之
留
乃
都
奉
（
漆
矢
面
）
　
（
巻
十
四
）

○
宇
流
之
招
利
乃
佐
良
（
塵
子
）
（
巻
±
ハ
）

三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
衆
抄
和
訓
の
受
容
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○
以
都
々
乃
太
奈
豆
毛
乃
（
五
穀
）
　
（
巻
十
七
）

○
夜
久
乃
斑
且
（
錦
貝
）
　
（
巻
十
九
）

○
之
々
乃
久
比
乃
木
（
築
造
）

○
夜
末
宇
豆
木
乃
禰
（
萄
漆
）

○
宇
久
比
須
乃
以
比
禰
（
恒
山
）
　
（
以
上
巻
二
十
）

○
之
利
輿
利
久
智
輿
利
古
久
夜
萬
比
（
雀
乱
）
　
（
準
ニ
）

○
須
久
躍
太
留
芋
萬
（
駿
馬
）
　
（
巻
十
一
）

○
知
比
佐
岐
毛
乃
（
樺
）
　
（
巻
十
二
）

○
知
比
佐
木
太
古
（
小
蛸
魚
）
　
（
巻
十
九
）

○
於
保
於
保
知
乎
知
（
族
父
）
　
（
肇
一
）

以
上
が
、
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
長
い
訓
は
、
色
菓
字
類
抄
に
決
し
て
少
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
一
目
的
と
方
法
」
の
中
で
採
り
上
げ
た
例
に
も
あ
る
よ
う

に
、
和
名
類
朱
抄
の
和
訓
を
分
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
た
は
そ
の
一
部
を
掲
げ
た
例
が
色
菓
字
類
抄
に
は
見
出
せ
る
。
た
と
え
ば
、

○
塔
乃
比
散
久
加
太
（
火
珠
）
　
（
巻
十
三
）

。
火
珠
幣
。
カ
タ
（
前
田
本
色
菓
字
類
抄
、
下
ヒ
雑
物
）

○
之
路
加
禰
都
久
利
乃
奈
加
太
遅
（
銀
装
長
刀
）
　
（
巻
十
三
）

。
長
刀
ナ
カ
タ
チ
（
黒
川
本
色
実
字
類
抄
、
中
ナ
雑
物
）

○
加
豆
乎
以
呂
利
（
堅
魚
煎
汁
）
　
（
巻
十
六
）

。
鰹
魚
カ
ツ
ヲ
堅
魚
同
鯛
同
番
魚
同
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
、
上
力
動
物
）



。
英
汁
ィ
。
リ
色
利
同
（
同
右
、
上
イ
飲
食
）

な
ど
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
例
の
中
に
も
、
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
形
で
分
解
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
と
し
て
の
語
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま

っ
た
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
事
実
、
先
に
挙
げ
た
例
の
う
ち
の
　
「
美
大
良
平
乃
字
嵩
（
應
馬
）
」
の
場
合
、
色
菓
芋
類
抄
へ
黒
川

本
）
　
の
ム
動
物
の
「
ム
マ
」
の
項
に
、
同
じ
漢
字
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ソ
ム
ソ

。
馬
ム
マ
惚
同
＜
以
下
略
＞

三
、
ま
　
　
と
　
　
め

色
菓
字
類
抄
と
和
名
類
衆
抄
の
関
わ
り
の
深
さ
、
す
な
わ
ち
、
色
菓
字
類
抄
編
某
に
際
し
て
和
名
類
衆
抄
が
与
え
た
で
あ
ろ
う
影
響
の
強
さ
に

つ
い
て
、
和
名
類
衆
抄
の
漠
字
並
び
に
和
訓
と
共
通
す
る
漢
字
・
和
訓
を
、
色
菓
字
類
抄
に
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
量
的
に
見
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
が
、
結
果
は
、
和
名
類
衆
抄
に
見
ら
れ
る
、
和
訓
を
有
す
る
漢
字
の
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
（
約
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
、
色
菓
字
類
抄
に
見

出
す
こ
と
が
出
来
、
和
名
類
衆
抄
と
色
菓
字
類
抄
と
の
間
に
密
接
な
関
わ
り
の
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
残
る
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
例
外
に
つ

い
て
は
、
部
分
的
に
し
か
触
れ
得
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
、
色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
、
和
名
類
衆
抄
受
容
の
一
側
面
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
色
菓
字
類
抄
の
側
か
ら
、
和
名
類
衆
抄
の
影
響
の
程
度
を
調
べ
る
必
要
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
後
日
を
期
し

た
い
。

注（1）
（2）
（3）

川
瀬
一
馬
博
士
『
古
辞
書
の
研
究
』

峰
岸
明
氏
「
前
田
本
色
葉
字
類
抄
と
和
名
類
衆
抄
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三
十
九
年
十
月
号
）
。

先
掲
峰
岸
明
氏
論
文
。

「
…
・
＝
是
故
、
雄
二
一
百
枚
文
舘
詞
林
三
十
巻
自
氏
事
類
一
而
徒
備
二
風
月
之
輿
一
難
レ
決
二
世
俗
之
疑
へ
通
可
レ
決
二
其
疑
一
着
錘
色
立
成
楊
氏
漢
語
沙
大
審
博
士

深
江
哺
仁
奉
　
勅
撰
集
新
砂
倭
名
本
草
山
州
員
外
刺
史
田
公
望
日
本
紀
私
記
等
也
然
旛
養
老
所
俸
楊
詭
趣
十
部
延
喜
所
撰
薬
種
只
一
端
田
氏
私
記
一
部
三
巻

三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
衆
抄
和
訓
の
受
容



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

古
語
多
載
和
名
希
存
＜
以
下
略
＞
」
。

こ
ひ

（
4
）
　
「
手
ま
さ
ぐ
り
に
、
か
い
栗
を
あ
み
た
て
て
、
に
へ
に
し
て
、
木
を
つ
く
り
た
る
を
の
こ
の
片
足
に
壇
つ
き
た
る
に
、
に
な
は
せ
て
、
も
て
出
で
た
る

（5）

を
、
取
り
寄
せ
て
、
あ
る
色
紙
の
端
を
脛
に
お
し
つ
け
て
、
そ
れ
に
書
き
つ
け
て
、
あ
の
御
方
に
た
て
ま
つ
る
。

が
つ

か
た
こ
ひ
や
苦
し
か
る
ら
ん
山
鹿
の
あ
ふ
ど
な
し
と
は
見
え
ぬ
も
の
か
ら
　
」
（
『
蛙
蛤
日
記
』
上
、
明
治
書
院
、
校
注
古
典
韮
書
『
姑
蛤
日
記
』
）
。

小
林
芳
規
博
士
編
『
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
登
載
語
の
研
究
－
用
例
集
稿
・
「
イ
」
之
畜
－
』
参
照
。

〔
付
記
〕

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
小
林
芳
規
先
生
に
は
、
終
始
あ
た
た
か
い
励
ま
し
と
御
指
導
と
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。




